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千412
ムラサ 干 センフ M ・3
Swer-tia pseud口chinensis Har-a 

ムラサキセンブリ

ムラサキセンフリは神奈川県で

は稀なもので，戦前の神奈川県積

物目録K都築郡(現在の緑区あた

t ) v1:記録があ t，また宮代周輔

の神奈川県植物目録Kは月IJV1:箱根

が挙げであ T1す。伺れの産地も

今日確認できず，今の所標本 も見
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当 bません。鈴木一喜先生はとれ

を三浦地区から発見されました。

(写真 も鈴木先生織 彩)。

最近事務局では神奈川県植物誌

の分布図作成を， マイクロコンビ

ュー タKよって半自動的 K行 う方

法を開発しました。との分布図は

それK よるものですが，その詳細

は次号で解説します。



相模原市 (8A-3)の植物

( SA-3)は東京都町田市と隣接し，境川K沿った

地域である。その一角の境川後背低湿地及び河岸段丘

は稀K見る徳物の宝庫で， 正しい保護策が講じられな

ければなら在いであろう。そ ζK自生する高等積物は，

ハナウド， タクセ・リ ， ヒカグスミレ， ν:/711/ゥ，

Y ルカノコムノウ ， キ Y リ7 ヰ， セントウ Y ウ，イチリ

ンムノウ ， ニリ:// ?， サラ γ ナ・ンョワマ， 二ヤマブキ Y

ワ， ユリワサビ， コウモリカズラ，ナンパンハコベ，

ヤマホトトギス，ヤ 7 Vガサ，キアヰノカミ Y リ， 11 

マガイ/? (絶厳か)， オカタ Y ナミ ， ムカゴイラク

サ，オドリコ Y ワ，ヤマネコノメ，ヤブフルアス・キ ，

タカアザミ， 77'ラチャ:/， クロモジ，ウワミズザク

ラ， ジュズ スグ， プゼナルコスグ， ヤワラスグ 11サ

y テツ ， イノデ，オオハナワラビ， アユノハナワラビ

等L枚挙K迫がない。

しかし， 近年オオプタクサの侵入， 地域の1運動場と

しての利用，宅造といった影響が拡大しつつあ 9，町

田駅と至近距離Kある ζ とも考えあわせると，その存

続は危ぶまれる。

乙乙 K記した植物の全種類が， 下流 K当る大和市内

の境川流域K在台健在である ζ とは甚だ興味深<，特

il!:f'L1直しよう。

(大和市斉藤慎一郎)

清川村 (KI-3)産植物短報

1981. 4. 20，清川村七曲 D付近でラ y ヨウオィ，

ミミガタテ Y ナ;/":/ョワ ， マヤルリメウ等の花を深集。

やや:miれた東沢 Kてトウゴクサバノオの開花品を採る。

との辺はすべてダム築造 K伴い水没する地在ので感慨

がひとし品、である。

4.29，別所温泉よ P山を越えて煤ヶ谷へ，イチリ y

/ ?，ハルユキノ ν タ， オカオグルマ在ど。

5.3， サイハイラン ， エビネ， カンアオイ ， オオバ

ウマノスズクサ 77・ラ:ゾパ K花 ib9 (所月IJ-煤ク谷)。

カンアオイはランヨウアオイと混生し， 昨秋開いた花

が土をかぶってまだ健在であった。

5. 11，仏果山へ宮ナ瀬大橋か ら入る。ヤマブキ j ワ，

コパノガマズミ ， ササパギ:/:7:.，/， ギy リョウ/?， 

カナウ Y ギ， マルバアオタモなど。宮ク瀬大橋付近の

ヤマ 7 キゾワ詳落が湖底K沈んでしまうのは惜しい。

山頂近〈でマンサク ， アセビ 7モトシタ・を彩る。綾

線 Kカワラスゲが自生していたの Kも興味をそそられ

た。

6.16，辺室沢に分け入れオニルリ y ゥ， ヤマゴボ

ウ， ーノナノガキ ， ヌマタ'イコン ， γ ラキ:7:/カクプ

ル， ジャ :7"イバラ等を採集。また経ヶ岳への山縫道

でハカタシノタ ， ハコネY ワを探 った。

6.18，宮ケ瀬渓谷Kてキヨタキ γ ダ， オウレンジダ，

Yルデンダ，γコクハタザォ 7 ジイバラ 立ど o ~長谷岩

壁K ハルユキノシタが実K沢山ある。

6.21，再び仏果山へ。コハウチワカエデ， トウゴク
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ミクパツジジ， γ ノハ γ パミなどを採る。シロヤシオ

(ゴヨ?" " .:ノ)を探ぜど見いだせず。ミヤマタムラ

Y ウ(ナ Y ノタムラ Y クのvariely)を得て狂喜。

9.17，煤ヶ谷→三鋒山→不動尻のコースをよう

や〈暇を得て訪れる。オオヒナノク 1 ジポ，ヤマミズ，

マ"カゼ/?， センホンヤリ ， ヤハズハハコ ， キ y レ

イカ， タテヤマギク，;/ロヤシオ， ミヤマワラビ， ハ

クモウイノデ(ミヤマ γ ナγ ダ)，エピラシターその他

を採集。但しエピラ Y ダは不動尻側でJ厚木地区(AT-

4 )f'L入ると思うが念のため株をいためぬよう注意して

葉のみ若干採集してないた。

(訂正)本誌必 8の「大和市の植物寸見Jf'Lキ Fザ

キイチリ://ワと記したのはヤエイチリ://ゥの誤 P

ゆえ訂正します。ヤエといっても二重咲品の純群落で

遺伝学的 Vても興味津々たるととろで，目下研究中です。

(大和市 斉藤慎一郎)

横須賀安浦沖猿島の植物

猿島は東京湾内の小島で三笠公園の船着場から 10分

程で渡るととが出来ます。鎌島は既K何回もの調査が

行なわれているようで，ま在者 も本調査会顧問の故大谷

茂先生の報文(1953他)を読み，ホルトノキやヤナギ

イチゴが生育する己とを知っていますが，己乙 Kサカ

キカズラがある(徳山庫三 1960)という報告 Kついて

関心を持ちましたので 7月と 9月 2白渡島し調査を

行いましたが， テイカカズラの大型葉のものはあって

も，未だ Kζ とで本品を見るととがで きません。

いささか植物名を列挙して乙の島の 7 ロラの一端を

紹介いたします。在世オオムラサキ νキプ Kついては

七島在どの典型品とズ νがあるようですが， 筆者が横

須賀市田浦で採った一品在どは全〈本穏と考えられる

ので，~童島の大型主主を持つものはオオムラサキ ν キフ

としてお‘いてもよいのではないかと考え ます。

ハチ γ ョウス 1 キ， ガクアジサイ ，ハマサ オトメカ

ズラ，キカラスウリ ， オオムラサキン〆キ 7 ， エノ Y マ

キ 7 ・ノ(ナンパンキブーノ)， ホルトノキ， イヨカズラ ，

ヤナギイチゴ， タンキリマメ，キケマン，ホコガタア

カザ(帰化)7 vチノチャヒキ(帰化)フジナデ γ コ，

ムベ， ハテ γ ョウナ， ヤマゴボウ(逸出， 現在は見る

ことが少い)ヒメユ ズリハ，ヌワガイモ，オオン ンラア

ジ，イヌクグ "11';/メナモミ ， ヒグ 1 ゲ， オニワド，

マルパシャリン パィ ，など。

次回の調査は来春K行い， サカキカズラの実在も併

せて彼自記 したい と思います。 ( ocrφ， 13， 1981 ) 

(長谷川義人)

植物誌の文献 コーナー

大和市教育委員会 :自 然学習基礎資料(大和市の値

物 1981年3月 発 行

本会制査員の平総義尚，斉藤慎一郎の肉氏が指導者

として加わっている。 大和市市 K自生する徳物，682 

種類がリストアァプされているほか，植生のあらまし，

天然記念物Kもふれ， 末尾K多数の権物写真が掲載さ

れている。



県内産イチゴツナギ属 (poa)の

見分け方
諏訪哲夫

イヰ科のイテコンナギ属は， ヨーロシパ・アジア・

北アメリカ等K広〈分布し，大井(J 97 8 )は日本産の

ものとして 23'l'重(species)をあげて い る。

県内産の普通種は，7f重位と考えられるが， イチゴ

Y ナギ腐はイネ科の中 でも分類のむずかしいグル 7 

とされて い るので，入手できた標本をもと K見分け方

の要点 を検索 表 の形で示す ζ ととした。 (第 I表 )

茎菜 ・根 ・花序在どの形状も種の特長をあらわして

いる ζ とは勿論だが，なかなか決め手Kな 9VL:くいの

で，I司定のためKは花序をつ〈る小穂の観祭司三必要である。

イテゴ Y ナギ属は円錐花序をつく 9，一般K多数の

小穏をつける。小穏は 2- 6(1固のやや扇平在小花から

在 9，i1基部K関節がある。

小穂 spikeletは小柄をもち ，第一葱頴1stglumeと第

二 壱頒昔、dglumeがある。その先K小軸 r正hiIla tJi続

き，小花 floretがつ〈。小花は護頴 lel1T1la，内頴問lea.

鱗被 l剖jicule，雄しべ stam田，雌しへ pistilから在る。

鱗被は花被の退化したものである。

壱穎とま董頴 は， 中脈Kよって二つ折とな 9， その折

れた部分を竜骨 l喧 11とよぶ。竜骨 Kは，普通β色のは

hついたような軟毛 (圧軟毛)がある。また護頴の基

部 Kは，綿毛状 の長 毛 (2-3/1"，，)をも つものがある。

内頴の背は内側 Kくぼみ 2竜骨がある。との竜骨

VL:，は Dついたよう在軟毛をもつものと短い毛の並ぶ

ものとあ 9，同定K重要な特長である。

鱗被は 21回， l韮しへは 31白ある。雄しべの蔚の長さ

も同定K重要である。雌しべは 1個 で 花 往 2本をも っ。

(第 2図)

ζ れら の観察Kはルーベだけでは無理で， 10倍程度

の双眼 解剖l顕微鏡が必要である。

第 l図 は 10倍 の顕微鏡を用い，すべて 同ー のスケ ー

ルで拾いた(オオイチゴジナギは同定の確か在県博の

標本Kょった)。

ζ 乙でと bあげた種類の花期は主VL:5月から 7月頃

までだが， ;<ズメノカタビラの花期は 3月から 11月と

長期にわたっている。

同定の手順 としては， 肉眼的特長である草の形状VL:

よbなよその見当をつけ，次K顕微鏡的在小穂・小花

の特長により確定するのが よい。

倒れた茎の節から発根した 9，地下茎をのばすもの

もあるので，標本は根からとって訟〈ととが必要であ

る。

なわ 9VL:， 日頃ど指導を頂きまた ζ の小文発表の級

会を与えられた県立博物館の高橋秀男先生並びVL:，ナ

バハグサ標本の提供を頂いた平塚市博物館・ 浜口哲一

氏K感謝いたします。
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第 1表 イ チ ゴ ツ ナ ギ属 (poa) の検索表

A1 内頴の竜骨VL:，は Dつhたような軟毛〔圧軟毛)がある。病の長

さは 1間以下。植物全体が軟 らかい。

阻 花序の校は平滑。護頴の基音sVL:綿毛状の軟毛(綴毛)がない。

C1 茎棄は叢生する 0 ・・・ ..........一・・ ・…・・・一一・・・・・・・・・・………......・・ ①スズメノカタピラ

C2 茎が倒伏して節から発根ナる 0 ・・ ・ ・・…・・ ー・・… ・・・・・…・・・…・・・・・@ ::; ルスズメノカタピラ

82 花序の校はざらつく。護頴の基部K綿毛状の軟毛(綴毛)があ

る。

Cl.植物全体が繊 細。葉は漸尖顕，幅 15-51U10

Dl.護頴は鈍頭，側面VL:，は bついたよう在毛〔圧毛)あある。 一一-③ミゾイチゴツナギ

D2 護頴は鋭頭，側面Kは毛(圧毛)が在い0 ・ ・・ 一・・ ・・ー … … @ヤマミゾイチゴYナギ

C2 植物全体が太〈軟らか。業は急鋭尖頭，幅 3-7u。護頴は鋭

頭，側面下部VL:，は Dついたよう在毛(圧毛)が少しある。 一…・・・ ・・・@オオイテゴ Y ナギ

A2 内頴の竜骨 K粗い短毛が遊ぶ(粗渋)。新の長さは 1u以上。護

頴の基部K綿毛状の軟毛 (綴毛)がある。茎(稗 ) は細心基部の

径 3，...以下で円柱形。

B1. 葉舌の長吉 3-8阻まれVL:21U1内外，鋭頭。

C1 護頴の側面は無毛で平滑 5脈が明瞭。細い走出校 〔地下茎)

ができる 0 ・・…...ー・・・ ・・・ーー・…・・・・・・……・・・・…・… ・・・・… ー -…一一・・・・… ⑤ オオスズメノカタピラ

C2 護頴の側面特K内側のへ 9VL:短い，は bついたよう在毛(短

圧毛)がある。植物全体が硬くざらつく 0 ・・………・・ -…・・…・・…・・①イチゴアナ ギ

82 葉舌の長さ 1- 2闘，鈍頭。茎(稗)は平滑。走出枝(地下茎)

が長〈明瞭0 ・・・・・・e・................・ー・・・・・・……… ・.....………………・・・・・・・・・… @ ナ ガ ハ グ サ

51一



C
 

司
よ

閉
山
山

E
同門

C
 

司
d

m川
川
川
凶l

 

E
E
A
 

JVHb 
C
 

内

d

m川
川
川

U

E
同
H

C
 

凋
培

品
川
川
川
川
川
W

E
同
同

5b 

進;
7c 

第 l図 主主イチゴ Y ナギ属(PO a )の小穂

〔図はすべて同ースケ ル，産地の次の表示は標本番号 J 1 .スズ メノカタピラ(海老名市国分)SlJI柑A

1932). 2. ;;;ルスズメノカタピラ(座間市桜田. SUWA19日4) • 3. ミy・イチゴツナ ギ(厚木市下荻野，

Sl月日企1805) . 4. ヤマミ:/イテゴ Y ナギ〔愛川町小沢. SUWA1 626 ). 5. オオイテゴ Y ナギ(高知県大豊

村. KPM8808). 6. オオ 1 ズメノカタピラ〔座間市篠田. SUWA1586). 7. イテゴジナギ(座間市篠田，

SUWA18 19 ). 8. ナガハグサ(平塚市田村. S .ONUKI )。

a .小穏 (spikelet). b. 第二小花( 2n d f I 0 r e t ). c. 栢(anther ). 
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第二琶頴 玄
関節

3b 3a 

第 2図 イ チ ゴジナギ属小穏の構造

I 小穂の模式図 2 小花 3a .内 頴 3b.内頴の断面

第 2表 イチゴツナギ属の肉眼的特長

孟¥¥ごと 高さ等 莱 長
( cm ) ( cm ) 

① スズメノカタピラ 1fl-30 4-10 

Poa annua 軟らかい 平 滑

① ツルスズメノカタピラ 10-30 4-5 

P.annua 
var.reptans 軟らかい 平 滑

① ミYイチゴアナギ 3ひ-80 10-15 

p. acrol euca 繊 細 ややざらつく

① ヤマミゾイチコツナギ 50-60 10-20 
やや繊細

P.hisauchii ざらつ〈 ややざらつく

〔正J オオイチゴツナギ 4ひ-50 10-20 
(カラスノカタピラ )

P.nipponica 太〈軟らか ややざらつ〈

① オオ1 ズメノカタピラ 40ー100 10-20 
円 柱 形

.P.lrivialis ややざらつく ややざらつく

① イチゴアナギ 30-60 5-15 
(ザラ Yキイチゴジナギ) ほほ円柱形

P.sphondylodes 硬くざらつ〈 ざらつく

① ナガハグサ 30-80 7-20 

P.pratensis 円柱形 ほほ平滑

く横浜北・川崎ブロックよ.!J> 

7ロラ神奈川必:-8で横浜北 ・川崎の採集標本目録(

Mar ・ 1~1) の追加 ， 訂正(森茂弥氏)を行な h ました

が， 古ら K次のような種が新たK採集，追加されてい

ますのでな知らぜします。本年夏，横浜南部 {西 ・中 ・

保土ヶ谷 ・旭 ・瀬谷 ・戸塚〕の標本のうち県立侍物館

K提出されていた分の整理を行いました。との標本は

偏見高校で保管しています。今回の追加リスト Kは，

との分も含めてあ bます。

主乾
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幅 菜 舌 走出校 花 序

(四 ) (開〕 ( cm ) 

1. 5-3 3-6 4-5 
× 校平滑

半円形 散 開

2 2 - 3 5 
× 校平滑

半円形 散 開

1. 5-3 1 - 3 
半円形 X 校ざらつく

~だ円 形 点頭 ・斜開 1 

1-5 2 - 5 10-15 
× 枝ざらつく

だ円形 点頭 ・斜開

3-7 1 - 2 lfトー20
× 校ざらつ〈

だ円形 散 開 |

3-5 3 - 6 
O 校ぎらつく

長だ円形 散 開

1.5-3 3 - 8 5-15 
× 校ざらつく

皮針形 斜 開

2-4 1 - 2 8-15 

O 校ざらつく

鈍 頭 斜 関

オオベニ'"ダ，ホッヌモ，ヤナギスプタ， ミズオオ

，ぐコ， ヒメノガリヤヌ，カリマタガヤ， 7イア γ ，カ

モノハ・:/，モウソワチク ，アワホ・ 1 グ， オタルスグ，

タ ロ テ y ，/キ， イトハナピテ :/:;Jキ，コマジカサスス

キ，イヌクグ， ヒロ ハ コウ ガイゼキ'"ョウ， 7オ コ ウ

ガイゼキ V ョウ，ナジズイセ:/，カエデドコロ，コク

ラン，オニノヤガラ，カテンゾワ，ランヨクアオイ ，

アキノミチヤナギ，ホソパハマアカザ，スギモリグイ

トウ 7;ノグロセンノウ ，c-a;;<イレ :/f4 コウホネ ，

カザグルマ，ナンテ:/， クスノキ ， ヤ マ エ Y ゴサク ，

マルパコ y ロ:/;! ?， ミチパタガラシ， ハマタ.イコ:/，

一、



アメリカ Y ノクサ ネム， ヤマハギ ， ヤフ ヅル アズキ ，

ハマ エ ンドウ ， γ;/ -;Jュ， γ ラキ ， ギ Y セン カ， ハイ

アオイ .C-937リノ トウグ サ手ヰ アリノ トウグサ， ヒ

メチド メ， ウイキョワ ， タニセリモ ドキ， セロ リー，

ヤフム ラサキ ，ネ ナ γ カズラ ， マルパアメリ ヵアサガ

オ， クマシノーラ 7 トポナ ギナタ コウジュ， セイヨワ

オ オバ コ， トワオオバコ ， カワラマ Y パ， タニギキ ョ

ウ， タカオ ヒゴタイ， カワラハ ハコ， ヒメ γ オン，ウ

ラキク， マメカミ シレ， ハチジョ ウナ，ホ ;ノパ チチコ

グサモドキ . ?:Iニ;/-;Jン。

今冬Kは4黄浜 南7 ロァクの方 々 ともi!!絡を と9~\/> . 

両 7 ロ ック合同の採集様本 目録 K発展さ せたい と考え

てい ます。機浜 ・)11崎 7 ロッ クの方々 で採集された標

本 を公持 ちの方，他の 7 ロ"?の方で も， 標本は集 ま

った が， 同定や リスト作 9VL困難をl感じている 方は，

今後，毎月第 2土曜日 ，午後 1時よ H高見高校 (TEL， 

ω5-581ー必92 森・勝山 )VL台いて採集 した標本の同

定会を兼ねた例会 を開き ますo :h'集 "!9下さ い。

(鶴見高校 勝山輝男)

調査会参加の収穫

私 が知っ ている (? )槌物の名前のほ とんどは， 手

もふれな い で，在んの抵抗 もなく， 耳 からすん在 Pと

入ったも のばかりです。 セキ ヤノアキチ ョクジや，ナ

ギナタコ~ ジュ がそうです。そこへ，ア キ チ ョ ウ ーン や，

7 トホ'ナギナタコウ ジュ を更K教えられると， もう事、

手 あげです。彼主主の区別がわからなくては，人機K話

ぜたものではあ Dません。

さいわいKも，調査 会 K参加の機会を得て， ζ うし

た耳学問の会 ろかしさを，身をも って味 わいました。

それから 2年， や Pな辛子しとはいか在いまでも，織物

Kはつとめて手 をふれるととを心がけてきました。 台

かげで，た〈さんのととがわか Dました。そのう ちの

いくつかをあげますと，

ヤマ ミ:1':1 'ξ 

ミ:1:1パK比べて茎 Kとげが少なし節間は長 い。

葉は長さよ Pもははの方が広<.葉柄K巣 の在いも の

で，関東地方K見られます。

ハテジョウイノコズチ

海岸K自生し，ほとんど熊毛のタイプ。本州南部か

ら琉球 VLかけて広〈分布をします。

セイヨウヤフイチゴ

5 6年 8月，山下埠頭の貨物j釈の近くのやぶで見つ

けました。見つけたというよ bも， もっと以前からあ

った様子で， とれを見のがしていたのです。

との仲間の分類は至難といわれています。

エソノタテカタ Jミミ

山中草地K自生し，カタバ ミと違って走出校を地下

K出します。花の数は 1- 2とと少在<.長い柄の先

Kつけます。名前Kかかわらず，全国的 K分布をしま

ナ。

ケカタ Jζ ミ

カタバ， VLは多少の毛が見られますが，茎K密毛の

あるものをケカタバミと呼びます。海岸タイプとされ
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ています。

ハマコ ンギク

ノコンギク は変異K富んだ野菊です。とれはノコン

ギクの海岸型で，業 は卵状円形で先が 円 <.い くぶん

光沢が あって鋸歯 はあらし漫然色の花をつけます。

三浦半島の特産のようです。

::J? .'ンメ ナモミ

茎 や校を分校し，葉の下縁はふぞろ いK浅く裂けま

す。メナモ ミの海岸型で，関東南部か ら九州 Kかけて

分布 をします。

若干の例をあげましたが， ζ れは報告文ではありま

ぜん。耳学問に対 する 反省の記 とします。

(横須賀山内好孝)

茅ケ崎でアキザキヤツシロラン発見

10月23日，堤(CH-1 )のモウ :1~チク林へ久しぶ b

k入 ってみた。肌寒く在 ったと い うの VL.健在在蚊の

猛攻撃を受 け早々 K退散 しようとした時，果実をつけ

た無葉ヨ Y をみつけた。一見して地下茎の僚子からオ

ユノヤガラ の在かまでは， と思った。花茎の長さ 6cm

か ら長いも の で Z1 cmの ものまで約~本を確認した。同

行の斉藤溢子 さんも， 実物を見る のは初めてだが，ヤ

ツ γ ロラ y では，というととで標本用 VL3本採集した。

後 日，高橋秀男先生の問定K よ担アキザキヤツシロラ

y とわか った。

神奈川県立 侍物館 だ よ9(S e p. 1974 ) 3 VL高橋先生の

アキザキヤジ γ ロラ ;/VL関する報告文があり，県内で

発 見された 9ナ所の地名が記載されている。乙のうち

先生が発見された大量里町，大井町，鎌倉市，三浦市の

いずれもモロ :1~チク の林内で，腐葉がよ〈堆積し，

下草が殆んど見られ在い所 K生えていたと記されてい

るが，茅ケ崎でも例外ではなかった。

との他，当地区として特記する発見は，茅ク崎植物

会会員の小沢四郎さんが行ヶ谷(α1-1 )の竹林のへ b

でオニノヤガラ(J u n ，1931 )を。叉調査員の斉木操さ

んが藤沢市との境 K近い芹沢(α-:1-1)の休耕田でミズ

ワラビ(oc t - 1981 )を採集された。

遅々とした調査だが， とうしてリ 1 トK追加する種

類が増えてい〈のはうれしい。

茅ケ崎.寒川地区調査進行状況 10月末現在

平塚市博物館 K納めた標本. CH-1--697点，αf-

2一一一 584点， SAM一一一 571点。 現在市Ij作中及び未

同定の様本が 3地区合わぜて約40点ある。

11月 1日 茅ケ崎市三輪徳子

湘南フ.ロック合同調査の記録

10月 11日(日)9時K小田急大秦野駅前十て集合。駅

前 ょb渋沢行パス K乗って菩提バス停で下車。金子j原

三氏の道案内で菩提峠へのハイキング コース沿い K観

察調査を進める。大秦野 CC脇を葛葉川沿いK葛葉山

荘辺まで登 9.川辺で昼食。午後は菩提峠への林道を

さら VL1lmほど登った後，林道の東側のヒノキ林の小

道を下 9.桜沢橋でもとの林道K戻る。 9 時~分頃か



ら 3時 30分頃まで6時間も協力し合 ってガ γ チ リ調査。

当日は降ら ず照らずの絶 好の調査日和。県惇の高橋 ・

大場両氏11:，地元のリーダー 守矢淳一氏ほか各地区の

ベテ ランの面々が総勢40名といった盛況で， かな Dの

成果があった。

今回は， 参加された調査員の採集されたものを守矢

氏がその場で手ぎわ よ く勝菜 Kさ れ た ( 脳 葉 は 390種)。

当日の執筆で確認された 数 は， 大別すると下記の通

Pである。

νダ値物 3 4 裸子値物 6 双子言語継物 336 

(うち 離弁花 21 4，合弁花 122) 単子菜穂物

8 7 合計 4 6 3 (変種， 亜種 ζみで)

次Kリ1 トを示すが， 記録は根本がるた 9，一部長

谷 川義人氏Kよって追加された。(銀本平)

羊歯値物

トクサ科 一一一 スギナ。

イワヒパ手ヰ 一一ー クラマゴケ。

ハナワラピ手十一一一 7ユノハナワラビ ， ナガホ・ノハナ

ワラビ， ナ Y ノハナワラビ。

ゼンマイ科 ーーゼ Y マイ。

カ ニクサ科 ーー カニクサ。

ワラビ科 一一一 7 モトシタ ， ワラビ，オオバノイノモ

トY ウ，イワガネ;/? 0 

オシダ 科 一一 サイ ゴクイ ノデ， イノデ， ヤ 7.;/テ;/，

ヤマヤ 7;/ テ";1， ハカタ γ タ， オクマワラビ:1マワ

ラビ ， ベニ γ ダ， イタチシ ダ，オ オイタチシダ， ミy

yタゲ ジゲジ γ タ ヤワラーノター， ヒメワラビ，ホ ν

ダ， ホ yパ・ノケ:ゾタ ， セイタカンケ γ ダ， へピノネコ

ザ， イヌワ ラ ビ ， アスカイノデo

'/"/ガシラ科一一一コ モチシタ・0

テャセンシダ科一一ト ラノオシダ。

ウラホ・ Y科 一一 ノキ νノ 70

裸子姐物

イチ イ科一ー カヤ。

イヌガヤ科一一ーイヌガヤ。

マ Y科一一 アカマ Y 。

スギ科 一一一 スギ。

ヒノキ 科 一 一 ヒ ノ キ ， サワラ。

双子葉植物〔離弁花類〕

ドク ダミ科ー一一 ドクダミ。

センリョワ科一一ーヒトリ ーノズカ。

ヤナギ科一一一バッコヤナギ。

クルミ科一一一オニグルミ。

カバ ノキ科一一ーイヌ νデ ， クマ νデ ;/ノハ γ バミ，

オオパヤーンャ 7""/， ヤマハンノキ。

プナ科一一ー シラカシ， アラカ γ， コナラ，クヌギ，

クリ ， ア カ ガ γ ， ;;<.ダ γ イ。

ニ ν科 一一ケヤキ，エノキ。

クワ科一一-:1ワクサ ， ヤマグワ， コ?;/.， イタ ピカ

ズラ ， カナムグラ。

イラクサ科 一一ーアオミズ， カテ;/;/ウ ， カラム γ ，

コアカ;ノ ， クサコアカ;ノ ，ム カゴイラクサ ， メヤプマ

オ， ヤブマオ，コヤフマオ。

ウマノスズFサ科一一ー カントクカンアオイ ， ラ y ヨ

ウアオイ
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タデ科一一-;;<.イバ， エノーノギ γ ギ γ， ミズヒキ ， ミ

チヤナギ， イ:/カワ ， ヤマミ:/:/ -"， :/ ;/ ""， タ

エゾパ， オオイヌタデ，不パリ タデ， ナガポハナタデ，

ハナタデ， イヌタデ，イタドワ ， アキノヲナギ y カミ。

7 カザ手'4-.;/ロザ，コアカザ， ヶアリタ Y ウ。

ヒ ユ 科 一一イ ヌ ピ ュ ， イノコズ h ヒナタイ ノ コズ

チ ， ホゾアオグイトワ ， ホナガイヌビユ。

ォ γ ロイパナ科 ーーォ γ ロイパナ。

ヤマゴポヲ科 一一ーヨウ シュヤマゴボウ。

ツルナ科 一一 ザクロ Y ロ。

見ベリヒユ手ヰ一一ー スベリヒユ。

ナデ νコ科ーー ミミ ナグサ ， ゥ γ ハコベ， ノミノ 7

1 マ 7:/グロ 7 ."/グロセンノウ。

フサザクラ科 一一 7サザクラ。

キ Y ポウゲ科 一一ークサポタ;/， ポタ Y ズ'"， コボタ

ンズル ， セン:.;/;/ ?， キアネノホ・タ;/， アキカラマ

-;1， ヒメウズ， ヤマトリカプト ， サラ γ ナ γ ョウマ ，

イヌ γ ョウマ， ・ノロパナハン γ ョウズ，C ， オオパ:/ヨ

ウマ，ハン iノョワス'ル 。

アケビ科 一一 アケビ， ミツパアケピ。

メギ科一ー イカリゾウ。

ジプラ 7 ジ科 一一一アオ Y ヅラ 7 ジ， オオアヅラフヅ。

モク νン手4一一ー ホオノキ ， サヰカズラ。

クスノキ科 ーー ク ス ノ キ ，ヤ 7.ニ γ ケイ，タプノキ ，

ヤマコウノ:1ロモジ ， γ ロ ダ モ ， カゴノキ ， 77  

ラチャ;/， ダ y コワパイ。

ナシ科 一一ー タケニグサ ， ミヤマキケマ Y0

77.ラナ科 ーー タネジケパナ ， イ ヌ ガ ラ ν，ヤマハ

タザオ。

ヘンケイ;/?手ヰ一一 コモチマンヰ Y グサ ， オノマン

ヰ Y グサ(栽)。

ユ キ ノ 。ノ タ科一ー タマアジサイ ， ウ Y ギ， マルパウ

;/ギ，ユ キノー/タ ， 7 力:/ョウマ ， イワホ・タ Y 。

パラ科 一一 コゴメワアギ，カナウ ツギ， ヤ マ ブ キ ，

ヤフヘビイテゴ，オヘビイチゴ，キジム γ ロ， タ.イ コ

;/ ;/ ?，クマイチゴ，モミジイチゴ:1サイチゴ， ワ

レモコウ ， キンミズヒキ ，ノイバラ，ヤマテリ ハノイ

パラ ， マメサ':1ラ ， ヤマサ':1ラ ， カマツカ ， ミヤマフ

ユイチゴ，エピガライテゴ。

マメ科一ーネムノキ，キハギ， マルパハギ， ヰコハ

ギ， イタチササグ， ヤハズメク， マルパヤハズ;/ ?， 

フジカ;/;/・?， ヌ 1 ピトハギ， ナンテンハギ， オオバ

クサアジ ， ホドイモ，ノササゲ， クズ;/ルマメ ， ヤ

フマメ ， コマ Y ナギ， フジ， ハリエンジュ ， ム ラ サ キ

ジメクサ， γ ロシメク サ。

7 ウロ;/?科一ー ゲンノーノヨウコ。

カタバミ科一ー カタパミ。

ミカ Y 科 一ー サ:/'/ョウ ， イヌザ yν ョワ， コ ク サ

ギ， ゴ γ ュユ(逸出)。

トウグイグサ科 一 一 コ ミカ;/;/ ?，ヒ メミカ;/;/ゥ，

エノキグサ，アカメガ・ノワ， タカトウダイ。

ウルシ科 一-;/タウル内ハゼノキ ， ヌルデ。

モチノキ科一一一 イヌ y ゲ， モチノキ。

ニシキギ科 ー- ";11レウメモ ドキ，コマユ ミ，マ ユミ ，

Y リパナ。



ミツバウンギ手十 三ン ハウツギ。

カエデ手4一一一イロハモ ミジ ， エンコウカエデ， オオ

モミ ジ ， イタ ヤ カ エ デ。

Y リフネメワ手4一一-eI リフヰメワ。

7 ドウ科 一一エピツ ル，ノブドワ ， ヤ フガラ γ。

マタタ ピ科 ーー サルナ ν。

シバキ科 一ー チャノ キ ，ヤ 7 eIパキ ， ヒサカキ。

オトギ リソ ウ科 一 一 キ ンシバイ(栽). オトギリ メ

ウ， トモ エ Y ウ。

スミ ν科 一一 タチンホ'スミ レ， エイザンスミハケ

マルパスミレ。

キプゾ科 ーーキ 7 '/0 

ジンチョログ手4一一一オ ニ γ パリ。

グミ科 一ー シルグミ。

アカパナ科 ミズ タマ ソウ，アカパナ， チョウ ジ

タデ， イワアカパナ。

ウコギ科 一ー タラノ キ ， ウド， キ eIタ， ヤマウコギ

、リギリ 。

セリ科 一一 ノチドメ ， チドメグサ ， ワマノミ γ バ，

ミ eIパ， セントウゾウ ， ノタケ ， セリ ， γ ラネセ Y キ

ュウ ，ヤ マセ'リ。

ミズキ科 ー一一 アオキ， ハ ナイカダ， ミズキ . :7マノ

ミλ キ，ヤマポウ γ 。

〔合弁花類〕

ヤブコウジf4-一一 ヤ フ コウジ ， マンリョウ。

サクラメウ科 一一コ ナスビ， オカト ラ ノオ。

カキノキ科 ーー カキノ キ 。

エゴノ キ 科 一一エゴ ノキ。

モクセイ科 ーー イボタノキ o

7 -;)ウンギ科 一ー フ ジ ウアギ。

リンドゥ科一一 アケ ポノ y ゥ。

キョワチ F ト ウ科一一 テイカカズラ。

ガガイモ科 ーー コバノカモメシル。

ヒルガオ科 一一 コ ヒルガォ ， ヰナシ〆カズラ。

ムラサキ科 ーー ヤマルリ y ウ， ハナイパナ ， キュワ

リグサ ， ヒ νハリ Y ウ。

クマップラ科 一一ムラサキ γ キフ ， クサギ。

二ノ j 科 ーー ジルニガクサ ， カキドオシ， キセワタ ，

アキノタムラ;/?キ"ナアキギリ ， イヌコウ ジ ュ，

ヒメ'/;/. flルマハナ ， イヌ トウパナ ， トウ パナ ， レ

モ ンエゴ マ， エゴマ 7 トホ・ナギナタコ?-;)ュ ， ナギ

ナタコウ ジ ュ，ヤマハ γ カ， ニガクサ， ヤマトウノミナ ，

:)ャ コワ y ゥ， ォヲキカ λ'ラ。

ナス科 一ー クコ ， ハダカホウズキ ， イヌホウズキ ，

ヒヨドリ γ ョウゴ， マ ルバノホロ γ ， イガホロズキ。

ゴマノハグサ科 一一ー トキワハゼ， アゼ ナ， コ Y オガ

マ， ス 1 メノトウガラ ゾ。

キ Y ヰ ノ マ ゴ 平4 キツネノマゴ。

ハエド fl;/ウ手4一一一ハエド クゾワ ， ナガパハヱドク

;/ ?。

オオパコ科一ーオ オバコ。

アカ ネ科 一一一 ハ j カグサ ， ヘクゾカズラ . 7力不，

ヤエ ム グ ラ ， オ オ パ ノヤエムグラ ， ヤマムグラ 0

1 イ 拘ズラ科 一一 ニワトコ . ;/ flズ， ガマスミ eI

p バネ ウ Y ギ， ス イ カズラ ， ウグイスカグラ ， ニシキ

戸

h
u

p
h
J
 

ウ Y ギ。

オ ミ ナ ヱ ν科ー一一オトコエ"'/， ';/ルカノ コ;/?。

ウリ科 一一ー キカラ 1 ウリ ， カラスウリ ， アマチャコノ

Jv。
キキョウ科一一-eI リガヰニン ジン ， ホタルフクロ ，

Y ルニンジ'-'. ミソカク γ ， ヤマホタルプクロ。

キタ手4一一ー ハハコグサ ， チチコグサモドキ ， ヤフタ

パ コ ， コ ヤフタ バコ，オオ カi'-' flピゾウ ， カ 7 ワパハ

グ マ ， キ γ コウハグマ，オナモミ ， オオオナモミ ，ヒ

ヨドリパナ，アキノキリンソゥ ， ヨ メ ナ， ハル γ ョオ

'-'. ヒメ ジオ '-'. オオアレチノギク ， ヒメムカ-/'ヨモ

ギ， γ ラヤマギク ， ノコ y ギク ， ヤマシロギク ， フキ，

タ Y ド ポ ロ ギ ク ， ヘニパナポロギク ， モミジガサ ， ヤ

7' V ガサ ， トキ'-';/ウ ， リュウノウギク，オトコヨモ

ギ， ヨモギ， コメナモミ，メナモミ， タカサフロウ ，

7 メ リ カ セ y タングサ，コセンタングサ ， オ ケ ラ ， ノ

ハラアザミ ， タイ 7ザミ ， オオジ γ パリ ， イワニガナ ，

アキノノゲシ ， ヤマニガナ， ノグ γ ，オニノグ γ ， オ

ニタビラコ ， ャfl，/' ;/ウ'/ュウフ'-';/ウ ， マル"ター

ナフキ ， セイヨウタンポボ。

単子葉値物

イヰ手4-一ー マ ダ ケ， ア ズマ 不ザサ ， コヌカグサ ， ノ

ガ リ ヤ ス 7γ カキ ， ハ チ ク ， スズタク ， γ ナダレス

ズメガヤ ， カゼクサ，オヒ νバ ， ギョウギンノパ， ネズ

ミガヤ ， トタ γ パ ， チ カ ラ ・ノ パ， ムラサキエノコログ

サ ， アキノエノコログサ ， キ Y エノコロ ， ヌカキピ，

オオクサキピ ， メヒ'/'パ 7キメヒ γ パ ， ナルコピエ ，

スズメノヒエ，ケチヂミザサ ， チヂミザサ ， イヌピエ ，

ヒメイヌピエ ， 77'ラ ス ス キ ， チガヤ，ススキ，オオ

77ラススキ ， ササガヤ ， 7 ':/ホ;":J， コ ブナグサ ， ジ

ュ ズ タ マ， ヰズミムギ， ハイコヌカグサ，オニウジノ

ケグサ ， ヒメ 7 /ホ:':J， メ ダ ケ ， ヤダク。

力ヤジリグサ手4一一一 ヒメクグ， カワラ 1 ガナ， コゴ

メガヤツリ，カヤ Y リグサ ， チャカヤツリ ， タマガヤ

eI リ， ヒン ジ ガヤ Y リ， ヒデリコ ， アゼテンアキ ， ケ

スゲ， カ Y スゲ， ヒ ゴクサ，ナキリ 1 グ，テ キ リヌゲ，

77 ラνJミ。

サトイモ科 ー一一 カントワマム Y グサ。

Y ユクサ科 一一 ヤプミョウ方 ， ジ ユ クサ ， イホ・クサ，

マルバツユクサ。

ユリ手4-ーー ホトトギス ， ヤマホトトギス ， オ オ パ ギ

ポウ γ ， ノカ'-';/・ウ ， ヤフカ'-'/ウ ， ウパュリ ， ヤマ

ユリ ， ホウチャク Y ウ， ヤプラン，ジャノヒグ， ナガ

パジャノヒゲ， γ オデ， サル ト リイバラ ， オオパジャ

ノヒグ ， コパノギポウ γ 。

ヒガ Y バナ科 一一ー ヒガンバナ。

ヤマノイモ科 一一 ヤマノイモ ， オニドコロ ， ヒメド

コロ。

アヤメ科 一一_.;/ャガ ， ヒオウギ， ヒメヒオウギズイ

-i! ，ノ。

ンョ ワガ科 ーー ミョウガ。

ラン手十ー一一エビヰ ， サイハイラン， γ ュンラン。


